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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
2
7
日
に
遺
体
で
見
つ
か
っ
た

　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｎ
Ｇ
ｏ
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
の
伊
藤
和
也
さ
ん

一
ｌ

ｆ

‐ ｡ ‐
作

１
　

１
　
　
　
（
3
1
）
は
、
地
元
住
民
の
信
頼
を
得
て
援
助
活
動
に
奔

強盗もﾀﾘﾊﾞｰﾝ

走
し
て
い
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
、
標
的
に
さ
れ
た
の

か
。
反
政
府
武
装
勢
力
タ
リ
バ
ー
ン
を
名
乗
る
グ
ル

ー
プ
が
犯
行
を
示
唆
し
た
が
、
事
件
の
背
景
に
は
謎

が
多
い
。
た
だ
、
治
安
の
急
速
な
悪
化
だ
け
は
確
か

で
、
日
本
の
民
生
支
援
の
あ
り
方
は
見
直
し
を
迫
ら

れ
そ
う
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
口
１
面
参
照

「
丸
腰
の
安
全
策
」
限
界

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
ブ
デ
ィ
ア
ラ

イ
村
で
2
6
日
、
伊
藤
さ
ん
拉
致
に
か

か
わ
っ
た
と
し
て
警
察
に
連
行
さ
れ

る
男
（
中
央
左
の
白
い
服
）
＝
Ａ
Ｐ

　
言
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
は
狙
わ

れ
た
の
か
。
福
元
陶
冶
事
務
局
長

は
2
7
目
、
「
我
々
の
活
動
を
知
っ

て
い
れ
ば
あ
り
え
な
い
。
タ
リ
バ

ー
ン
な
ど
政
治
的
な
意
図
が
あ
る

グ
ル
ー
プ
と
も
考
え
に
く
い
」
と

否
定
し
た
。

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
」
の
菅
波
茂
代

表
は
「
ア
フ
ガ
ン
の
人
は
恩
を
あ

だ
で
返
す
こ
と
は
な
い
。
合
目
的

か
、
部
族
間
の
対
立
抗
争
に
巻
き

込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推

測
す
る
。

　
同
会
は
一
貫
し
て
、
民
兵
な
ど

の
特
別
な
警
備
な
ど
を
つ
け
ず
に

活
動
し
て
き
た
。
夜
間
は
行
動
し

な
い
な
ど
基
本
的
な
注
意
は
慎
重

に
守
る
が
、
最
大
の
安
全
策
は
地

元
住
民
か
ら
の
信
頼
と
の
考
え
方

か
ら
だ
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
被
害

は
受
け
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
だ
が
、
治
安
の
悪
化
は
予
想
以

上
に
進
ん
で
い
た
。
ア
フ
ガ
ン
内

務
省
は
今
月
、
す
べ
て
の
外
国
人

に
、
地
方
へ
行
く
際
に
は
地
元
警

察
に
連
絡
を
取
る
よ
う
求
め
た
。

身
辺
警
護
を
つ
け
、
タ
リ
バ
ー
ン

な
ど
か
ら
の
攻
撃
を
防
ぐ
狙
い
か

ら
だ
。
国
際
治
安
支
援
部
隊
（
Ｔ

Ｓ
Ａ
Ｆ
）
が
国
連
機
関
や
民
間
団

体
と
協
力
す
る
「
軍
民
複
合
」
型

の
援
助
も
、
0
3
年
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
。

　
危
険
地
帯
で
も
「
丸
腰
」
で
活

動
し
続
け
た
ペ
シ
ヤ
ワ
ー
ル
会
の

や
り
方
は
、
こ
の
対
極
に
あ
っ
た

と
い
え
る
。
た
だ
、
信
頼
重
視
の

方
法
に
は
落
と
し
穴
も
あ
る
。
ア

フ
ガ
ン
で
は
政
治
目
的
の
テ
ロ
攻

撃
と
は
別
に
、
強
盗
な
ど
も
急
増

し
て
い
る
。
援
助
と
無
関
係
な
強

姿
犯
か
ら
す
れ
ば
、
丸
腰
の
外
国

人
は
格
好
の
程

　
ア
フ
ガ
ン
フ

解
除
に
あ
た
っ

学
大
学
院
の
に

は
、
ペ
シ
ャ
ワ

司

令

官

i日

政

権

関

係

マ

　
　
「
（
ア
フ
ガ
ン
）
政
府
の
た
め

に
働
く
者
は
外
国
人
で
あ
ろ
う
と

ア
フ
ガ
ン
人
で
あ
ろ
う
と
、
ま

た
、
た
だ
の
運
転
手
で
あ
ろ
う
と

み
な
敵
だ
］
。
ア
フ
ガ
ン
東
部
で

タ
リ
バ
ー
ン
を
名
乗
る
武
装
勢
力

を
率
い
る
ハ
ジ
・
ム
ニ
ー
ブ
司
令

官
は
朝
日
新
聞
の
取
材
に
、
伊
藤

さ
ん
の
拉
致
を
自
分
か
ち
の
犯
行

民
生
支
援
見
直
し
機
運

農
業
　
教
育
　
医
療
　
　
　
農
業
　
教
育
　
　
医
療
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遠
隔
操
作
＠地域復興チーム(PRT)

NATO軍など

　
　
「
身
の
安
全
が
十
二
分
に
確
保
で

き
な
い
と
こ
ろ
に
、
ど
ん
ど
ん
人
を

出
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
」

　
町
村
官
房
長
官
は
2
7
目
の
記
者
会

見
で
、
政
府
が
拡
大
を
検
討
し
て
き

た
民
生
支
援
の
限
界
を
率
直
に
認
め

た
。

　
日
本
人
ら
し
き
遺
体
発
見
の
情
報

が
伝
わ
る
と
、
官
邸
内
に
は
、
安
全

確
保
策
を
前
提
に
危
険
地
域
で
の
Ｎ

と
主
張
し
、
そ
う
語
っ
た
。

　
ア
フ
ガ
ン
東
部
の
武
装
勢
力
に

詳
し
い
パ
キ
ス
タ
ン
の
専
門
家
に

よ
る
と
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
伊
藤

さ
ん
が
拉
致
さ
れ
た
ナ
ン
ガ
ル
ハ

ル
州
の
北
隣
の
ク
ナ
ル
州
な
ど
で

活
動
し
、
米
軍
基
地
や
政
府
施
設

へ
の
攻
撃
を
繰
り
返
し
て
い
る
と

い
う
。
犯
人
グ
ル
ー
プ
は
同
州
へ

Ｇ
Ｏ
活
動
を
黙
認
し
て
き
た
姿
勢
を

見
直
す
空
気
が
一
気
に
広
が
っ
た
。

　
　
「
十
分
に
安
全
対
策
を
と
っ
て
き

た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
は
る

か
に
上
回
る
ほ
ど
治
安
が
悪
く
な
っ

て
い
る
の
か
、
統
制
が
き
か
な
い
人

が
増
え
て
い
る
の
か
。
援
助
態
勢
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
」
。
ア
フ

ガ
ン
で
国
連
の
政
務
官
を
務
め
た
こ

と
も
あ
る
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研

究
所
の
田
史
竺
郎
・
中
東
研
究
セ

ン
タ
ー
長
は
そ
う
指
摘
す
る
。

　
政
府
は
こ
こ
数
年
、
ア
フ
ガ
ン
で

の
人
的
貢
献
を
模
索
し
て
き
た
。
安

伊
藤
さ
ん
を
濾

い
た
可
能
性
が

　
ム
ニ
ー
ブ
溜

神
学
生
を
意
味

ン
」
を
名
乗
る

年
ま
で
極
端
な

に
基
づ
く
宗
教

の
大
半
を
支
配

ン
政
権
と
の
関

倍
首
相
（
当
時
）

Ｒ
Ｔ
へ
の
参
加
を

表
明
。
今
年
６
月

も
政
府
調
査
団
を

衛
隊
派
遣
の
可
能

公
明
党
の
反
対
乱

面
見
送
ら
れ
た
。

　
　
「
各
国
は
Ｐ
Ｒ

が
参
加
し
た
国
脹

る
。
危
険
だ
か
ら

い
な
く
な
れ
ば
、

無
法
国
家
に
戻
っ

府
高
官
は
、
首
相

非
し
た
。
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